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広報いのは再生紙を使用し、 大豆インクで印刷しています。

3 / 11～4/10 ３月１日～10日の予定は広報２月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

3月 4月
３月１日～10日の予定は広報２月号をご覧ください

保健行事予定表
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　インプラント治療を安全・
確実に行うためには、顎の骨

の状態を詳しく把握することが重要です。そのためには、ＣＴ撮影は必須です。ＣＴ撮影によって得
られたＤＩＣＯＭデータ（ＣＴやＭＲＩ、ＣＲ（デジタルレントゲン）などで撮影したデータの医療用
標準規格）を最先端のインプラントシミュレーションソフトに取り組み、顎骨の状態を見ながら治療
計画を立てます。レントゲン写真は歯の様子を見たり虫歯の治療をするのにとても役立ちます。一
方、インプラント治療においては、顎の骨の硬さや形を調べることが最重要です。ＣＴで得られた
データをインプラントシミュレーションソフトで解析することで、一人ひとり異なる、顎の骨の形や
硬さ、神経や血管の位置、顎の病気などを視覚的に捉えることができます。
①様々な診察結果よりインプラントの治療計画を綿密に立てること。
②多くのインプラント臨床経験をもとに全身状態を観察しながら手術を行う。
このことにより初めて安全性の高いインプラント治療が可能になるのです。
 安光歯科 院長 安光　秀人

安全性の高いインプラント治療のために

インプラント専用受付電話

（日曜日無料相談受付中：要予約）
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